西田哲学の展開 : 純粋経験から絶対意志まで by 松丸 壽雄
− 121 −
Summary
  “Pure Experience” is the first step in the development of philosophy of 
Nishida Kitaro (1870 – 1945). The “Pure Experience” is, as is generally 
known, composed of non-differentiated state of experience between an 
experiencing subject and an object to be experienced or of self-identity of 
a knowing subject with an object to be known. That means that the “Pure 
Experience” is considered to be a kind of intuition. Then the philosophy of 
“Pure Experience” must be confronted with a difficult problem: How can an 
intuitional philosophy of “Pure Experience” lay the foundation for reflection 
which is indispensable to philosophical thinking? This difficult problem could 
not be brought to a resolution inside a range of the philosophy of intuitional 
“Pure Experience”. 
  Then Nishida tried to establish the foundation for reflection by means 
of his new idea, “Jikaku” (self-consciousness, Selbstbewusstsein), which 
he had acquired through tackling with the notion of Tathandlung (Fact-
Action) in Johann Gottlieb Fichte’s (1762 – 1814) Wissenschaftslehre (Science 
of Knowledge). Although the Tathandlung was believed to comprehend 
elements of reflection as a continuous, infinite progress of working of a 
conscious agent on his own self or of consciousness on itself, the reflection 
could not be established as far as the Jikaku is not based on intuition and 
reflection “gleichursprünglich (equally from their root)”, seeing that the 
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or Selbstbewusstsein after all and the infinite progress of self-working of 
consciousness on itself underlies principally the function of intuition.
  In this manner, Nishida’s attempt to build up the foundation for reflection 
grounded on the Jikaku as it has been, turned out into a failure. Then with 
surprising suddenness, he introduced a brand-new concept of “Will of 
Absolute Freedom” toward the end of his book “Intuition and Reflection 
in Jikaku” in order to find a way out of the difficulty of establishment of 
reflection in the field of his philosophy of “Pure Experience”. This can, 
however, probably lead to his coming idea of the “Place of Nothingness” and, 
























































































































































































































































づけ、物理学、化学などを間接経験の学と称している（Wundt, Grundriss der 













































































































































































いる（Der Begriff oder das Denken des Ich besteht in dem auf sich Handeln 
des Ich selbst; und umgekehrt, ein solches Handeln auf sich ein Denken des 













































































































































































































13） 『西田幾多郎全集』第一巻二六四頁。西田はEin System heisst unendlich, wenn es 




































基礎』の始に於て、Wenn A sey, so sey A.という場合、Wennとsoとの必然的
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は単なる対象ではなくして手段である、対象其者が一つの活動となるのであ
る、我は我自身に還って対象界を支配する位置に立つのである。『我が意志する』
という時、我は時間的関係を超越するのである、目的論的因果関係に於ての様
に意志は時間的関係を離れた原因である、時間的関係は却って意志によって成
り立つのである。」19）
　この引用が意味していることは、知識においては、過去の自己と現在の自己
とは明確に区別されるが故に、我が我に合一することはできない。換言すれば、
一瞬の前の過去における我に現在の我が戻ることは原理的にできない。という
ことは反省という現在の我が過去の我に働きかける関係は、反省そのものには
原理的に不可能であり、「直感」という直観的な場において可能となっている。
それは、現在における我が過去における我へと直接的に関わり合うことのでき
る動性という意味で、時間的系列を超越したものでなければならない。時間の
基から時間を統一する動的一般者、言い換えると意志においてのみ、超時間的
動性が「直感」として可能になるのである。
　「我々は知識に於ては反省に依って過去に返ることができないと考えられる
が、意志に於ては全過去を現在となすことができる、意志に於てはすべての経
験内容が動的状態において統一せられるのである。正しく云えば、すべてが動
的となる時は過現未は消滅する、即ち時間を超越するのである、ロッツェの云
った如く時間は動的実在の形式ではない、単に現象の形式に過ぎないのであ
る。」20）というのは上のことをいっているに外ならない。
　また、反省に関していえば、意志は反省を否定するものであるが、反省を超
越的に否定するが故に、却って反省を可能にするものともなっていると言えよ
う。かくして次のようにいうのである。
　「かくの如き思惟の達することのできない深さ、思惟体系の統一の極限、即
ち積極的には自動不息なる此現在、それが意志である。創造的無より来たって
創造的無に入り行く意志は実在であり、意識である。思惟の体系から見れば、
意志は測知し難き無限である、之を合理的に説明しようとすれば、思惟に対し
て偶然的と考えるの外はなかろう。併し反省のできない意志は反省を超越して、
却って反省を成立せしめるものである、否反省それ自身が既に一種の意志であ
る。」21）
19） 『西田幾多郎全集』第二巻二六五、二六六頁。
20） 『西田幾多郎全集』第二巻二六六、二六七頁。
21） 『西田幾多郎全集』第二巻二七五頁。
西田哲学の展開 ──純粋経験から絶対意志まで──
− 149 −
　まとめるならば、純粋経験と異なる意志は、第一に「動的一般者」として直
接経験を統一する点を明確にし、反省と直観の統一である自覚の動的性格を明
確にしている。その根柢には、動的一般者という一般者を基にしながら、個々
の直接経験とその個体的主体との関係を矛盾対立と統一するというような弁証
法的構造を意識し始めているということである。
　第二に、純粋経験が現在の統一をのみ主に考えていたのに対して、超時間的
として過去未来現在を統一する視点を、絶対自由の意志は獲得しているという
点である。かくして、直観的でありながら、反省を成立せしめるものとして自
覚の根本的性格を意志はあらわにしている点が純粋経験とは異なって、一歩前
進したものである。
　第三に、「創造的無より来たって創造的無に入り行く意志は実在であり、意
識である」という所に予感させるものは、無の創造性を取り入れることによ
り、この直観と反省との必然的結合統一作用としての自覚を基礎付けるものと
して、「無」が徹底的な役割を果たすであろうということである。このことは、
恐らく、「無の場所」の考えにも通ずる視点を提供するであろう。
